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＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ S.Ashinaキリスト教学特殊講義

－インドを中心に－南アジアのキリスト教

＜ ＞内容

１．問題

２．インドのキリスト教史の概観

３．インドの近代化とキリスト教

４．インド・キリスト教の意義

５．まとめ

＜ ＞ポイント

１．問題

1. 宗教的多元性の問題に関する事例研究

2. 全体的な状況：

（総人口に対して占める信者数の％）図表 南アジアにおける宗教人口の変動

１９００年 １９７０年 １９７５年 １９８０年 ２０００年

インド

キリスト教 １．７ ３．５ ３．７ ３．９ ４．７

ヒンドゥー ８０．０ ７９．８ ７９．３ ７８．８ ７６．１

イスラーム １３．７ １１．２ １１．４ １１．６ １２．０

スリランカ

キリスト教 １０．６ ８．７ ８．５ ８．３ ８．０

仏教 ５９．２ ６６．１ ６６．５ ６６．９ ６８．５

ヒンドゥー ２３．２ １７．４ １６．７ １６．０ １３．２

イスラーム ６．９ ７．０ ７．１ ７．２ ７．６

パキスタン

キリスト教 ０．４ １．７ １．８ １．８ ２．０

イスラーム ８２．１ ９６．８ ９６．８ ９６．８ ９６．８

ヒンドゥー １４．０ １．４ １．３ １．３ １．１

バングラデシュ

キリスト教 ０．１ ０．４ ０．５ ０．５ ０．８

イスラーム ６５．６ ８２．２ ８４．９ ８５．９ ８８．４

ヒンドゥー ３２．７ １６．５ １３．７ １２．７ １０．０

仏教 ０．５ ０．７ ０．７ ０．６ ０．５

ネパール

キリスト教 ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０

ヒンドゥー ７７．０ ８８．１ ８８．８ ８９．６ ９１．０

仏教 ２０．０ ７．５ ６．８ ６．１ ６．５
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イスラーム １．０ ３．０ ３．０ ３．０ ２．８

①国家による特定宗教の保護政策（国教化）

②宗教は社会や文化と一体であり、どの宗教に帰属するかは、生き方や生活の全

体を規定する問題となる。

インド １９００年 １９７０年 １９７５年 １９８０年 ２０００年

キリスト教徒 １．７ ３．５ ３．７ ３．９ ４．７

隠れた ０．５ ０．９ １．０ １．１ １．５

自認した １．２ ２．６ ２．７ ２．８ ３．２

２．インドのキリスト教史の概観

１．伝説：トマスの宣教

3. 使徒トマス：紀元５２年、２００年までには正教会がインド南部に定着

4. シリア正教会：インドの教会とペルシア教会との結びつき

ペルシア教会：カルケドン公会議（451年）後ネストリウス派

5. シリアの「カナのトマス」を指導者とする移民団の伝承

6. ８世紀から９世紀ものとおもわれる二組の銅板が発見

２．東方シリア正教会(Orthodox Syrian Church of the East)

7. インドのキリスト教の分布：最南端部と東部に集中（ケララ州、タミルナードゥ州、

アンドラプラデシュ州の三州だけでインドのキリスト教徒の６０％を超える）

ケララ州：人口の２１．０５％（1971年）がキリスト教徒

8. １６６５年にマル・トーマ教会の要請で、東方教会主教マル・グレゴリウスがケララ

州に到着→伝統的なネストリウス派ではなくヤコブ派（単性論派の教会）

現在のシリア正教会（２００万人）はキリスト単性論

9. 分裂の歴史：ポルトガル・カトリック教会、イギリス・イギリス国教会

３．ローマ・カトリック教会

10.１４９８年にヴァスコ・ダ・ガマがインド南西のカリカットに到着

ポルトガル：ポルトガル化を基本とした植民地政策（パドロアド政策）

11.１５９９年：デイアムベル教会会議

１５３３年：ゴア司教区が設立、１５４２年：フランシスコ・ザビエル

12.１７世紀に前半にイエズス会士ロベルト・デ・ノビリが徹底した土着化を試みる

典礼論争 cf.マテオ・リッチの中国伝道：

ジャック・ジェルネ『中国とキリスト教 最初の対決』（ ）法政大学出版局

13.第二バチカン公会議以降、１９６９年：バンガロールでの全インド・セミナー

４．プロテスタント諸教派

14.１７０６年にデンマーク王派遣の宣教師
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15プロテスタント諸教派の活動：教育と社会活動

16.合同教会：北インド教会（Church of North India, CNI: 1970）

南インド教会（Church of South India, CSI: 1947）

５．植民地化と独立後

17.R.M.ロイ：1)キリスト教への改宗は不要

2)キリスト教の倫理性、とくにそれに基づく近代的西欧的な教育

18.西欧近代とキリスト教のインパクトインド→言語と宗教の多元性の中から統一的な民

族意識（1885年のインド国民会議派の創設）

→新しい民族国家の形成・独立へ

19.インド： 多宗教国家、世俗主義、二重宗教籍の問題

20. インド・キリスト教の歴史のマクロな動き：排他主義的イデオロギーから、包括主義、

多元主義への転換

21. 排他主義(exclusivism)、包括主義(inclusivism)、多元主義(pluralism)

３．インドの近代化とキリスト教

１．近代インド・キリスト教史の光と影

22.二つのキリスト教の並存性

23.欧米キリスト教の影響：二つの面

(1)排他主義（改宗や回心の要求によって推進される観念群＝イデオロギー）

最終的には大幅な路線変更：１８８０年代ごろ

(2)インド社会に対する貢献

マザー・テレサの活動に象徴される諸活動

24. Maranatha Ministries of India のホームページ( ：http://www.mmindia.org/)

House Constructions/ Educational Scholarships/ Marriage Assistance/ Training Center/

Medical Assitance/ Reading Rooms

２．インドの宗教的状況への適合と批判

1)ヒンドゥー教・カースト制度に基づく社会秩序への同化・共存

問題：a.キリスト教的社会理念との矛盾

b.宗教としての停滞

2)カースト的な伝統の否定

問題：インドの宗教文化的伝統の破壊者としてのキリスト教

近代化が目覚めさせたインドの民族精神（民族主義）の側から痛烈な拒否

３．ヒンドゥー教によるキリスト教受容

1)ヒンドゥー・キリスト教：１９世紀半ば（1858年以降）

イエス・キリストを主であると告白するが、西欧宣教師の統制を拒否し、

ヒンドゥー文化やインド民族主義を前面に出したヒンドゥー・キリスト教形成

キリスト教／インド的キリスト教（ブラザー・バクト・シン）

／ヒンドゥー・キリスト教
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／キリスト教的ヒンドゥー教／ヒンドゥー教

2)世俗的運動に対する影響

インドにおける新しい歴史意識あるいは人間意識：

M.M.トーマス：イエスの「山上の説教」に示された人間理解、アガペー的愛

がヒンドゥー・ルネサンスに中心的な影響を及ぼした

ブラフマ・サージ協会：ラーム・モーハン・ロイ

ケーシャブ・チャンドラ・セーン

ラーマクリシュナ運動：シュリー・ラーマクリシュナ

タゴール、ラダクリシュナン、マハトマ・ガンディー

ラーム・マノハル・ロヒア、アショカ・メータ

改宗や回心とは別の仕方における精神的な交流

４．インド・キリスト教の意義

１．宗教的多元性におけるキリスト教

宗教の平和的共存のモデル、さらに「共存から対話へ」

25.パニカー(Panikkar,Raimund.)：

現代世界も転換点とキリスト教がジレンマ

普遍性症候群

ヨルダン川（キリスト論と三位一体論、排他主義）

ティベル川（教会論と救済論ローマ、他宗教に対して回心を要求する包括主義）

ガンジス川（植民地時代後のための神学の挑戦、多元主義）

26.多元主義に基づくキリスト教神学の構築：

キリスト教世界（文明）やキリスト教（宗教）という枠→「キリスト教らしさ」

christianness

キリスト教自体の多元性と宗教の多元性

健全な多元主義(a healthy pluralism)

２．新しいキリスト教の形態の創出

27.現代西洋人の生活：忙しさという一種の文化病→瞑想の欠如

修道院と世俗生活のあれかこれかの選択

28.キリスト教・アシュラムの運動

スタンレー・ジョーンズ（Jones, Eli Stanley, 1884-1973）

「日本クリスチャン・アシュラム連盟」

「アシュラムとはスタンレー・ジョーンズ師がインドの退修方式を

取り入れて創始されたキリスト教の新しい祈祷運動である」

29.ヒンドゥー教の伝統的なアシュラム（退修）→キリスト教に導入

５．まとめ
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＜後期の講義予定＞

第二章：自然神学の諸問題

２－１：自然神学は過去の遺物か？

２－２：自然神学とは何か－歴史的起源－

２－３：自然神学をめぐる諸立場

１．自然神学批判

２．自然神学の再評価－合理性をめぐって－

３．自然神学と現代神学

第三章：近代科学とキリスト教

１．ニュートンとニュートン主義

２．「宗教と科学」の関係をめぐって


